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Ⅲ 公園 Ⅲ 公園

世界をおもてなしする庭園の再生　

整備前 整備後

Ⅰ

Ⅱ

都立公園は、多様な生物が生息する自然の宝庫！

文化財庭園の景観や建築物を修復・復元します。

Ⅰ

PARKPARK

焼失した建築物の復元　浜離宮恩賜庭園「鷹の御茶屋」

ストック効果                           　　
■都市の中で、大型の動物等、多種多様な動植物の生息環境を保全
■市街地に広がる公園は、多様な生き物が生息・生育するエコロジカルネットワークの拠点
■多様な自然環境を有する丘陵地を公園とすることで、将来に渡って生物多様性を保全
■希少種等の保全保護に寄与

ストック効果

東京には数多くの庭園があり、文化、環境保全、景観、観光等の面で重要なものです。
生物多様性保全効果

環境維持保全効果

水田・雑木林など、多様な自然環境が連続して維持されている、
都立公園は、多くの生き物の生息・生育空間

自然環境保全のスキルやノウハウを持つ多くのボランティアが活動するほか、
鳥の観察会や植物観察ガイドなど、環境教育や自然環境保全の普及啓発の場

東京都レッドリスト※にある希少動植物の
約60％が、東京区部面積の1.6％にあたる
都立公園で生息等が確認されている

オオタカ オニバス

※2020年版・区部

田んぼの生き物観察会 雑木林の生態説明板ボランティアによる保全作業

都立庭園 国指定

浜離宮恩賜庭園 特別名勝・特別史跡

小石川後楽園 特別史跡・特別名勝

六義園 特別名勝

旧芝離宮恩賜庭園 名勝

旧古河庭園 名勝
向島百花園 名勝・史跡

殿ヶ谷戸庭園 名勝

旧岩崎邸庭園 重要文化財

名勝等に指定されています。

                           　　
■景観向上効果　 都市環境へ、美しさと潤い、季節感を提供します。

上空からの浜離宮恩賜庭園　 小石川後楽園　復元した唐門と内庭

                           　　
■文化伝承効果
　様々なイベントや、伝統技能を凝らした庭園管理などを通じて、 文化を伝承していきます。

イベント：放鷹術
（浜離宮恩賜庭園）

イベント：野点
（浜離宮恩賜庭園）

イベント：庭園の植物管理を説明
（殿ヶ谷戸庭園）

都立庭園の多くが文化財として、史跡や
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　吾妻橋（隅田川）

維持管理

Ⅳ 維持管理

ストック効果を発揮し続けるために

整備前 整備後

Ⅰ

Ⅱ

東京都では、道路、河川、公園といったインフラが常に良好なストック効果を
発揮できるよう24時間365日管理しています。

Ⅰ

INFRASTRUCTURE MAINTENANCE

道路

巡回点検作業 路面清掃作業

道路の異常箇所
を早期に発見す
るため、計画的・
定期的に巡回点
検を行っていま
す。

路面には、砂ぼ
こりや落ち葉が
溜まりやすいた
め、交通量の少
ない夜間に清掃
を行い、道路を
清 潔 な 状 態 に
保っています。

公園

松の手入れ（剪定作業） 公園の草刈作業

文化財庭園の景
観を保つため、
伝統的な手法で
植栽等の管理を
行っています。

生物多様性に配
慮しながら、利
用者の安全を保
つよう、草刈り
などの植物管理
作業を行ってい
ます。

河川

洪水等による被
害を防ぐため、
年１回護岸等の
点検を行い、補
修を行うことで
施設の機能を確
保しています。

衛生的環境と美
観を保つため、
水面に浮遊する
ごみ等を回収し
ています。

河川施設点検作業 河川清掃作業

そして、将来にわたり長くストック効果を発揮し続けるため、予防保全型の管理を推進していきます。
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Ⅳ 維持管理

整備前 整備後

INFRASTRUCTURE MAINTENANCE

道路

Ⅳ 維持管理

整備後

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

INFRASTRUCTURE MAINTENANCE

トンネルの予防保全型管理  
施設を次世代に良好な状態で継承

橋梁の予防保全型管理
100年以上の延命化により道路ネットワークを継続的に確保

整備前
事業の概要
老朽化が進む橋梁の安全性を確保するため、定期点検結果に基づく維持補修に加え、著名橋や長大橋などの
主要な橋梁については、建設時より性能を向上させて 100年以上の延命化を図る長寿命化対策を推進

事業の概要
老朽化が進むトンネルの安全性を確保するため、定期点検の結果に基づき、山岳トンネルや開削トンネルに
おいて、維持補修を着実に推進

橋梁の現状

山岳トンネル 開削トンネル

長寿命化橋梁

整備前

取組事例 取組事例

取組の効果                           　　
■都民の安全・安心を確保
■更新時期の平準化、総事業費の縮減

取組の効果                           　　
■都民の安全・安心を確保
■更新時期の平準化、総事業費の縮減

室沢トンネル[H29年　施工完了]

トンネルの現状

（調査例）レーザー測定（車両走行）による変形調査

凡 例
：変形なし
：内側に変形
：外側に変形

勝鬨橋（著名橋）［昭和15年架設］葛西橋（長大橋）［昭和38年架設］

アーチリブの取替え

支承の取替え

床版の取替え

フーチングの補強コンクリートの補修（表面保護・ひび割れ注入）塗装の塗替え

空洞に注入材を充填

覆工コンクリートの補強 コンクリートの中性化対策 炭素繊維シートの補強

対策箇所詳細

調査

対策

中
性
化
対
策

炭
素
繊
維
シ
ー
ト
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整備後

Ⅳ 維持管理

整備後

ⅠⅠ

INFRASTRUCTURE MAINTENANCE

河川施設の予防保全型管理
施設を健全な状態に保ち、機能を確実に発揮　

整備前
事業の概要
損傷の程度が顕著になる前に適切な対策を行うことで、河川構造物（地下調節池・分水路）を今後 100年間
造り替えることなく健全な状態に保つことを目指しています。

施設の損傷状況を調査し、その劣化を予測することで損傷が顕著になる前に各種対策を実施しています。

施設の現状

調査

対策

従来の調査 新技術による調査

船入場調節池
（1990年完成）

江戸川橋分水路
（1977年完成）

取組事例

取組の効果                           　　
■安全・安心を確保
　機能を確実に発揮させ、水害から都民の生命・財産を守ります
■維持管理コストの縮減・平準化
　早期かつ計画的な対策により寿命を延ばし、補修コストの縮減
　及び平準化が図られます

約30年後の2051年度には、地下調節
池・分水路（全21施設）の内、約61%が完
成から50年を経過する
池・分水路（全21施設）の内、約61%が完
成から50年を経過する

50 年以上
61％

50年未満
39％

従来の目視点検に替わり、車
両上にカメラを設置し走行し
ながら連続的に画像取得

コンクリート表面の漏
水、ひび割れ、はく離、
表面劣化などの損傷を
目視により調査

外観変状調査で発見し
た損傷の程度が顕著に
なる前に補修

外観変状調査
（目視） 

外観変状調査
（走行型画像計測）

神田川・環状七号線地下調節池

補修事例① 補修事例②断面修復事例 注入工法例
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事後保全 予防保全

令和６年４月
〒163-8001　東京都新宿区西新宿二丁目 8番 1号
東京都建設局総務部企画課　（03）5320-5211

登録番号（５） 59

表紙写真　　環状第 2号線
裏表紙写真　隅田川テラス・スカイツリーと蔵前橋




